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ていることもわかる。 

また、事前調査では授業の導入部での ICT 活用に限定される傾向が見られたが、写真にみられるよう

に、今回の助成で購入したタブレット PC や実物投影機を利用して授業の展開部で、考えを深めたり、広

げたりすることに利用している様子が見られた。 

今回購入したタブレット PC は、校内イントラに接続でき教師が作成した教材等も表示できるタブレッ

トとして Windows タブレットを導入した。このタブレットで、作成した Web 化した PPT を表示し、授業

の合間に授業展開のポイントをチェックしている様子も見ることもできた。 
 

５．研究の成果 

今回の研究では、若手教員に授業の基礎となる発問指示を中心に、教材研究や授業での教材提示・発問・

指示などの授業技術の視点、学習展開の作り方の視点を育成することが、ICT を活用した授業展開が有効で

あることを検証することを目的としていた。 

しかし、事前調査の結果、若手教員たちの経験値は ICT 活用場面が限定され、授業づくりについても教材

分析や、発問等の授業技術の大切さも認識されているが、実際の授業づくりの段階では、その技術の検討に

はあまり意識が向いていないと考えられた。そこで、まずは授業技術に目を向け、その大切さを改めて認識

してもらい、そこから ICT 活用の経験を広め、目的に迫ろうと考えた。そこで、教員への授業課題の調査 授

業づくりハンドブックの作成、校内教師塾の開催と進めた結果、次のような成果が見られた。 

（１） 若手教員たちが授業の構成要素や学習指導要領の押さえへの意識が高まった 

（２） 限定的な傾向があった ICT 活用場面が広がった 

（３） 授業づくりのチェック項目をその意図とともに伝えたことで授業技術への意識が高まった 

 

６．今後の課題・展望 

本研究では、授業改善の視点を自己診断できる ICT 活用法の推進を、若手教員への授業改善の視点の提示

を通して推進することを目的として進めてきた。その結果、授業改善への意識の高まりや ICT 活用の広まり

を見ることができたが、自己診断へと結びつく ICT 活用法という点では、十分とは言えないものとなった。

その理由は、授業での ICT 活用がまだ十分に進んでいない状況と、授業技術への意識が不十分であると判断
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したためである。そして、授業技術への意識を高め、ICT 活用経験を高めたのちに授業技術と ICT 活用を結

び付けないといけないと考えたからである。そのため、本研究にあたって整理した表 2 の授業段階に応じた

ICT 活用については現段階では提示できていない。 

今後は、授業技術の習得をさらに進めると共に、ICT 活用の更なる啓発を進め、授業技術や授業の形成的

評価と ICT 活用表と対応できるようにしていくことで、授業改善の自己診断力の向上を目指していきたい。 

 
表2　授業展開段階ごとの主な学習活動とICT活用

授業展開 学習活動 授業技術 ICT機器 方法 反応 課題

考えをまとめる
練習をする
本時を振返る

めあてを拡大提示する
考えの手順を提示する
利用する教具の使い方
を示範する
ノートを拡大提示する
変化の様子を示す動画
を見せる
作業の手順を示す
画像を使って説明させる

実物投影機
PC
拡大投影機
デジタルカメラ
電子黒板

前時のまとめを提示する
フラッシュ問題に取り組
む
資料を拡大提示する
関連資料を提示する

実物投影機
PC

つかむ

つきつめる

キーワードを提示する
フラッシュ問題を示す

実物投影機
PC

本時の学習のキーワー
ドを示す

キーワードが学習内容とあっ
ていない

本時の学習が理解
できているか

まとめる

前時を振返る
興味関心を高める
めあてをつかむ

めあてを確認する
考えを深める
理解を深める
考えを共有する
作業を確認する

実物投影機で教科書や資
料を拡大提示する
実物投影機で前時のまとめ
を提示する
PCにてフラッシュ教材を提
示する

興味を持ったか
関心が高まったか
めあてをつかめたか

画像と発問があっていない
画像が不鮮明
画像が小さい

実物投影機でめあてを示す
実物投影機で教具の使い
方を見せる
実物投影機で考えが書か
れているノートを示す
変化の様子を動画で見せる
作業の手順を提示する
画像に書き込みさせながら
説明させる

めあてが把握できて
いるか
教具の使い方が分
かっているか
作業や学習の進め
方が分かっているか

画像が小さい
画像を拡大していない
変化の様子が分かりづらい
提示するタイミングが悪い

 

 

７．おわりに 

本校では、教員個々の研究テーマを積極的に外部評価を受けることで校内研修を進めている。その中で、

本研究助成を受けて研究を進められたことに、まず感謝したい。校内の他の教員たちも様々な研究賞に応募

することの励みにもなると共に、近隣学校から本研究助成への応募に関する問い合わせがあった。このよう

に本校のみならず、近隣学校へも外部評価に積極的になったことへも感謝したい。 
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